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新しい年を迎えて 

                    阿倍野・田辺・平野教会  司祭  豊田  貴範  

 

あけましておめでとうございます。新年を迎えると、気持ちを新たにする。新しいこ

とを始めるなど、前向きな希望がわき出でます。一方で、必ず一年を重ねて、色々な

変化を受けることも事実でしょう。好ましいことばかりでも無いようです。しかし、神は

希望を私たちに与えて下さいます。 

ルカ福音書では、洗礼者ヨハネの誕生に際して、ザカリアの預言を伝えます。「幼

子よ、お前はいと高き方の預言者と呼ばれる。主に先立って行き、その道を整え、主

の民に罪の赦しによる救いを知らせるからである。これは我らの神の憐れみの心に

よる。この憐れみによって、高い所からあけぼのの光が我らを訪れ、暗闇と死の陰に

座している者たちを照らし、我らの歩みを平和の道に導く」（1 章 76～79 節）。 

あけぼのの光は、教会の祈りのザカリアの賛歌では「夜明けの太陽」となっていま

す。翻訳の違いですが、両者は諸民族の光であるキリストを指しています。ここから、

すべての日の出は、キリストの到来を祝い歌っていると読み取ることができます。光

を受けて歩む者は、光の子なのです。「あなたがたは、以前には暗闇でしたが、今は

主に結ばれて、光となっています。光の子として歩みなさい」（エフェソ 5 章 8 節）。 

ただし、光の子であることは、自身の暗闇を知っているからこそ、光の子となり得る

のではないでしょうか。自分の人生の歩みを振り返り、回心の祈りを捧げ、神の憐み

に秘跡を願う。神が与える希望の光に向かって、謙虚に歩む信仰の年でありますよ

うに。 
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12 月の評議会より 

報告事項  

① 11/25 南地区宣教評議会がありました。 

(ア) 教区の年間予定が決まりました。 

(イ) 地区養成委員会のスタッフを改選しました。 

(ウ) 2019 年度の地区大会はかわちブロックが担当です。 

② 11/25 クリスマスツリーの飾り付けを行いました。 

③ 12/8 子ども会は黙想会を行います。テーマは「神さまからのまねき」です。 

④ 11/18 大掃除を行いました。聖堂天井照明を LEDに更新しましたが、1 ヶ所修理

が必要となりました。 

討議事項  

① 来年度の教会使用について議論しています。聖堂やホールの貸し出し、使用時

間、後始末などが課題です。 

② 来期の予算を議論しています。  

※詳細は議事録をご確認下さい。  

評議会  

成人の祝い 

新成人を迎える皆さまおめでとうございます。 

今年の成人の日は、諸事情により１月２７日（日）に行います。  

ミサの中で、神父様より祝福を受け、ミサ後、餅つきをしてお祝いします。 

新成人の方の門出を皆さまでお祝いしましょう。 

 

病者訪問チームよりお願い 

病気や体調不良、ケガなどの理由で、自宅、病院、施設などにおられ、最近教会

に来られなくなった方、ご高齢の方はおられませんか？病者訪問チーム（神父、シス

ター、訪問チームメンバー）にお知らせくだされば、ご聖体をお届けしたり、お話を  

聴きにお伺いすることができます。 

 ご希望の方からの連絡をお待ちしています。ご家族やお知り合いの方からの相談

もお受けします。教会までお知らせください。 
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待降節黙想会  

 今回の黙想会はヨハネによる福音書 1 章がテーマです。覚えるほど読んだ箇所な

のですが、いつも深く考えさせられる箇所です。いつも創世記 1 章が思い浮かび、両

者が呼応していることはなんとなく分かりますが、その関係を明確に説明することは

なかなかできません。この日は、ロゴス賛歌と創世記 1 章は頭の中で混沌となりなが

らも、光の中で少しずつ整理され、イエス・キリストの誕生へと向かっていきました。 

この世は混沌から始まりました。時間も空間も定まっていない中で、神さまが最初

に造られたものは「光」です。それは命でした。神さまは人と共に住まわれるためにこ

の世界を造られました。そして、そのための命を最初に造られたのです。その命は独

り子である御ことばでもあったのです。 

その御ことばは肉となりました。肉は脆い存在で、肉を纏う人間は自分自身すら、

コントロールできない弱い存在なのです。そして、その弱さによって自分自身を滅ぼし

てきました。イエスさまはわたしたちの弱さの中に我が身を置かれたのです。人の弱

さを御ことばで救うためです。神さまにしてみると、人間の命が消えかかっているよう

に見えたのかもしれません。光である御独り子をその中に遣わし、人を少しでも救い

たいと願っておられたのかもしれません。人の心の中に入って光で支える必要がある

ということだったのかもしれません。 

イエスさまが生まれた日。それは、わたしたちの間に神さまが住まわれるようになっ

た日でした。わたしたちが神さまと共に過ごし、常に神を崇めることができるようにな

るためです。わたしたちの間にはいつでも幕屋があり、そこに神様が臨在しておられ

ます。わたしたちがどこにいても、わたしたちがどんな状態にあっても、いつもわたした

ちの傍におられるのです。 

この神さまの想いにわたしたちは応えているでしょうか。 

肉となったイエスさまに従おうとしているでしょうか。 

みことばであるイエスさまに耳を傾けているでしょうか。 

イエスさまの光に照らされて行動しているでしょうか。 

イエスさまの名によって命を受けることができているでしょうか。 

イエスさまが来られた喜びを噛みしめ、イエスさまに従うことを考えてみましょう。 

わたしたちがイエスさまの光に照らされ、命を受けられることができるように。 

中寺和哉  
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                １月の予定  

キリスト教講座案内   

3 期の講座日程は未定のため、ミサ後のお知らせや掲示板でお知らせします。 

朝の祈り 主日ミサ前「教会の祈り」を行います。 

おにぎり作り 1 月 8 日（火）14：00 より再開します。 

  

日付  ミサ 行事等  掃除  

1 月  6 日  （日） 主の公現  あべのだより 1 月号発行  

評議会  12:30 

④ 

 9 日  （水）  大阪南朝祷会  10：00  

 13 日  （日） 主の洗礼   ⑤ 

 18 日  （金）  キリスト教一致祈祷週間  

（18 日~25 日） 

 

 20 日  （日） 年間第 2 主日  

中国語ミサ 14:00 

 ⑥ 

 27 日  （日） 年間第 3 主日  

 

世界子ども助け合いの日  

（献金） 

成人の祝い（ミサ後） 

⑦ 

2 月  1 日  （金） 初金ミサ 10:00   

 2 日  （土）   ① 

 3 日  （日） 年間第 4 主日  あべのだより 2 月号発行  

評議会  12:30 

 

 

☆天国での再会を願って☆ 

             ベルナデッタ 桝田  満子  さま  12/24 帰天  

 

☆あちらの教会でもお元気で☆ 

         ミカエル・イグナチオ 髙橋  俊生  さま  大阪田辺教会へ 

             マリア･テレサ 髙橋  聖母  さま  大阪田辺教会へ   


